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第２５回「障害のある子たちとかかわる寄宿舎指導員」 

 

今回は県内の特別支援学校にある宿泊を伴う教育の場、「寄宿舎」で指導員として勤めるＦさんから、

仕事内容や当面する課題、やりがいなどを伺いました。 

 

記者 最初に特別支援学校についてお聞きし

たいと思います。 

F さん 以前は盲学校、聾学校、養護学校とい

われていたこれらの学校は、２００７年

の法改正によって特別支援学校へと一

本化されました。その特別支援学校とは

心身に障害のある児童・生徒が通う学校

で、幼児部・小学部・中学部・高等部が

あります。基本的にはそれぞれの部は通

常の学校に準じた教育を行っています

が、それに加えて障害のある児童・生徒

の自立を促すために必要な教育を受け

ることができるのが大きな特徴です。私

は寄宿舎指導員をしていますが、寄宿舎

を利用する生徒も少なくありません。 

記者 特別支援学校に通う子どもたちの寄宿

舎とはどういうものですか。 

F さん 目・耳・肢体・知的に障害のある子ど

もたちがいます。小学部から高等部まで

入ることが可能で、男子棟、女子棟に分

かれて生活をします。集団で生活をして

いますが、先輩が後輩の面倒を見たり、

後輩は先輩の行動を見て学ぶことがあ

り、先輩は後輩の手本となるように行動

しています。  

記者  寄宿舎指導員の仕事とはどういうもの

ですか。 

F さん それぞれの棟に職員が分かれて在籍

し、１日に一人が宿直として子どもたち

と一緒に宿泊をします。遅番や早番とい

う勤務があり、ローテーションで仕事を

しています。その仕事ですが、子どもた

ちの日常生活の世話をすることです。具

体的に言えば家庭と同じで子どもたち

がただいまと帰ってくるところから仕

事は始まります。その流れを言葉で表す

と下校後着替え、服をたたむなどのロッ

カー整理、宿題やゲーム、遊びなどの余

暇支援、夕食の配膳や食事支援、入浴支

援、布団敷きなどの就寝準備です。朝に

なると起床後に身支度、洗面、歯磨きな

どの支援、掃除支援、朝食の支援、そし

て着替えて学校へ送り出します。 

記者  複数の子どもたちを支援しているわけ

で大変な仕事ですね。 

F さん 指導員は、先ほどの日課を行うことが

難しい子どもたちを手伝いお世話をす

ることが仕事です。身だしなみや食事を

とること、排泄、体を清潔に保つことな

ど自分のことは自分で出来るようにす

る。つまり日常生活がきちんと一人でも

送れるようにしてやれることが仕事だ

と思っています。 

記者  そのような仕事をするうえでどのよう

な問題が出ていると思いますか。 

F さん 昔は特別支援学校の数が少なかったた

めに、遠方から通学する子どもたちが多

くいました。毎日通うことが困難で、通

学の保障という理由から寄宿舎ができ

ていますが、今は交通機関の発達やそれ

ぞれの地域に特別支援学校ができたこ

とや、小学校・中学校にも特別支援学級
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ができてきたということで学校全体の

児童・生徒数が少なくなり、それに伴っ

て寄宿舎を利用する子どもたちが少な

くなっています。そのことで職員の削減

という事態が起こっています。 

記者 子どもの数が減ってきたという理由で

寄宿舎職員を削減されることは影響が

大きいのですか。 

F さん 仕事内容のところでも触れましたが、

ローテーション勤務であるため、夜は一

人になります。一人で１０人程度の子ど

もたちを見なければならないために、安

全面が最優先となる夜間に十分な支

援・指導ができているかというと不安も

あります。 

また、寄宿舎の場所が障害を持つ子ど

もたちの親や学校関係者にあまり知ら

れていないということもあり、寄宿舎の

見学を取り入れたり、途中入舎という制

度を作ったりして一定の成果を出して

いますが、子どもを送りだす保護者や学

校関係者の期待に応えるためにも職員

の数は増やして欲しいです。職員が増え

ればもっと障害の程度が重い子どもた

ちを受け入れることが出来ます。最近は

重度の子どもたちの保護者からの入舎

希望が多いですが、夜は職員が一人にな

ってしまう等の理由で受け入れが難し

いです。職員の数が増えれば保護者のニ

ーズに応えられると感じています。  

記者 寄宿舎生活の中で子どもたちの成長を

感じることはありますか。 

F さん 寄宿舎では同じ学年や同じ学部だけ

でなく他の年齢の子どもたちが集団で

生活しています。先輩・後輩という子ど

も同士のかかわりで、押し付ける支援で

はない自然な形で子どもが成長してい

るように感じます。これが寄宿舎の不思

議なところであり、大きな存在意義です。 

記者 子どもたちへの指導やかかわりで、も

どかしく感じたことや、やりがいを感じ

たことはありますか。 

F さん 子どもへのかかわりでは信念というか

指導法の違いというか、人によっては自

分のやり方を押し付けてくる人もいま

すが、校長はじめ上司はよく話を聞いて

くれます。やりがいは何といっても自分

の思いが伝わった時や子どもが大きく

成長したと感じた時は自分自身の指導

員としての明日への活力に変わります。

寄宿舎という場は現代の世の中の子ど

もたちのために必要な場所であり、貴重

な経験ができる場所であると思ってい

ます。この場所が無くならないで欲しい

と思っています。 

記者  子どもたちが日々の生活のなかで日常

生活の習慣や社会生活技術を身に付け

る場として、指導員が学校や家庭とはま

た違った面でかかわり、子どもの成長に

果たしていることがわかりました。 

一方で寄宿舎指導員にかかわる制度面

では様々な改善が必要という研究もあ

るようです。紙面の関係で触れられませ

んでしたが、どの子にもゆきとどいた教

育をすすめるためにも教育予算の充実

は重要な課題となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


